
主催：NPO法人日本子どもの虐待防止民間ネットワーク: NPO法人ＭＣサポートセンターみっくみえ 

共催： 岐阜オレンジリボンたすきリレー実行委員会・        

CAPNA（NPO法人子どもの虐待防止ネットワークあいち）NPO法人子どもの虐待防止ネットにいがた  

後援：多治見市教育委員会：多治見市（申請中）                
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～子どもの性虐待の理解と初期対応      

話の聴き取り方を学ぶ～ 

 

～性虐待の理解と初期対応を学ぶ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 
☆対 象：市町村の要保護児童対策調整機関関係者、小中高校の養護教諭、児童養護施設の

職員、保健師、保育士、小児科看護師など、子どもに関わる保健・福祉・医療等

の専門職の方、警察、弁護士など 

☆定 員：40 名（先着順）※定員を超えた場合のみ、事務局からご連絡致します。 

☆期 日：多治見会場．9月 27 日 （土）9時～18 時（受付：8時 50 分～） 

☆会 場：多治見市文化会館 二階大会議室 〒507ー0039多治見市十九田町2-8 

電話0572-23-2600 

☆受講料：一人8,000円 （テキスト、修了証代含む 

※お問い合わせ・申し込みは  特定非営利活動法人ＭＣサポートセンターみっくみえ  

事務局:三重県桑名市西別所 302 TEL 0594-21-4935       担当：瀬古・山下 

 

平成 2６年度 性虐待初期対応 

RIFCR(リフカー)研修のご案内     
RIFCR（リフカー）は、アメリカミネソタ州に「子どもの福祉を最優先に」を基本理念に設立された子ど

も虐待評価・研修センターのコーナーハウス（合衆国の代表的な子どもの権利擁護センター）が開発した、面接

プロトコルです。日本子どもの虐待防止民間ネットワークには、コーナーハウスが認定した日本人のリフカート

レーナーがおります。今回、岐阜県初の RIFCR 研修を企画いたしました。性虐待を受けた子どもたちを理解す

るとともに、その対応を学ぶ機会を多く作っていきたいと考えています。子どもたちを第一に考え、子どもたち

を守るために・・・！是非この機会にご受講ください！！！ お申込みは、裏面申込み用紙にて。 

性虐待を受けたのではないか、と思われる子どもから話を聴くことを大人はためらいがち

ですが、子どもたちを性虐待から守るためには絶対に欠かせないステップです。 

性虐待の被害児を守るために彼らから何をどのように聴くべきか、また児童相談所に通告

後実施される司法面接で彼らに被害事実の詳細を語ってもらうためには最初の聴き取りの

際、どんなことに気をつけなければならないのかを知ってもらうのが RIFCR 研修です。 

米国コーナーハウスが開発したプロトコルです。是非ご参加下さい。 

～ プログラムの内容 ～ 

＊子どもは性虐待をどのように経験するのか 

＊虐待を打ち明けるプロセス＊性的発達 

＊日本の児童保護制度 

＊RIFCR(リフカー)プロトコル 

 

岐阜県初



RIFCR 研修参加申込書 

平成 26 年 9 月 27 日（土）リフカー研修に参加を申し込みます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

NPO 法人 MC サポートセンターみっくみえ 

FAX 送信先 ０５９４‐２２‐９８３５ 

 

※FAX でお申し込み後、10 日以内にはご入金をお願い致します。入金確認後、受講証を送ります。 

 いったん納入していただいた参加費は返金いたしませんので、あらかじめご了承ください。 

    

振込先＞三菱東京 UFJ 銀行 桑名支店 普通 

加入者名：MC サポートセンター 代表 松岡典子 

口座番号：0066401 

  

※会場はできるだけ公共交通機関をご利用ください。 

※9:00～18:00 のうち、12:00～13:00 が昼食休憩の予定となっております。 

 

〒511-0851 三重県桑名市西別所 302 番地 TEL 0594-21-4935 

ふりがな 

お 名 前 

   

ローマ字 

（必須） 

 

 

 

 

連 絡 先 

ご 住 所 

 

〒   

 

 

 

電話番号 

 

 

 

※携帯など昼間に連絡できる番号をお書きください。 
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通信欄 

     

 


